
神
奈
川
・史
跡
建

長

寺
境
内

１
　
所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
山
ノ
内
人

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一Ｏ
Ｏ
Ｏ
年

（平
１２
）

一
月
―
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
鶴
見
大
学
史
跡
建
長
寺
境
内
発
掘
調
査
団

（団
長
大
三
輪

龍
彦
）

４
　
調
査
担
当
者
　
宮
田
　
と県
・
手
塚
直
樹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
―
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
鎌
倉
五
山
第

一
位
に
格
付
け
さ
れ
る
建
長
寺
境
内
に
あ
る
。
建
長

寺
は
県
道
横
浜

。
鎌
倉
線
巨
福

呂
坂
洞
門

の
北
側

（北
鎌
倉

側
）
に
所
在
す
る
寺
院
で
、
臨

済
宗
建
長
寺
派
の
大
本
山
で
あ

る
。
本
山
は
開
山
蘭
渓
道
隆
、

開
基
北
条
時
頼
に
よ
っ
て
建
長

五
年

（
〓

一≡

こ

に
創
建
さ

れ
た
。

調
査
地
点
は
客
殿
紫
雲
閣
跡

地
で
、
方
丈
龍
王
殿
の
南
側
に
位
置
し
て
お
り
、
山
門

・
仏
殿

。
法
堂
と
い
っ

た
建
長
寺
中
心
伽
藍
域
の
最
深
部
に
あ
た
る
。

建
長
寺
中
心
伽
藍
域
で
は
、　
一
九
入
六
年
に
実
施
さ
れ
た
大
庫
裏
部
分
の
発

掘
調
査
か
ら
、
元
弘
元
年

（
〓
≡
三

）
の
建
長
寺
指
図
に
記
さ
れ
た
法
堂

（千
仏
閣
）
の
一
部
を
は
じ
め
、
多
く
の
建
築
遺
構
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
多
大

な
成
果
を
あ
げ
た
。
今
次
調
査
区
は
、
伽
藍
配
置
で
見
る
と
そ
の
直
ぐ
背
後

（東
側
）
に
隣
接
し
て
お
り
、
同
指
図
の
中
の
池
あ
る
い
は
得
月
楼

（方
丈
▼

大
客
殿
と
い
っ
た
建
造
物
の
あ
る
地
域
に
あ
た
る
。

調
査
の
結
果
、
多
期
に
亘
る
建
築
遺
構
や
池
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
特
に
池

は
創
建
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
変
遷
を
掴
む
こ
と
が
で
き
、
ま
た
各
期
の

覆
土
中
か
ら
は
膨
大
な
量
と
種
類
の
出
土
遺
物
を
得
た
。
中
世
期
の
池
底
は
三

時
期

（池
一
生
こ

を
数
え
、
木
簡
は
池

一
―
三
覆
土
中
か
ら
の
出
土
品
で
あ

る
。
な
お
各
池
の
年
代
は
整
理
途
上
の
二
〇
〇
二
年
七
月
現
在
、
池

一
が
創
建

期
―

一
三
世
紀
末
頃
、
池
二
が

一
三
世
紀
末

。
一
四
世
紀
初
頭
頃
―

一
四
世
紀

後
半
頃
、
池
三
が

一
四
世
紀
後
半
以
降
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
池
三
の
覆
土
中
か
ら
は
、
応
永
二

一
年

（
一
四
一
四
）
の
建
長
寺
大
火

の
際
の
罹
災
品
が
池

へ
の
投
げ
込
み
の
形
で
一
括
廃
棄
さ
れ
て
い
た
ｏ
そ
れ
ら

の
中
に
は
、
焼
け
焦
げ
た
建
材
や
仏
具
に
混
ざ

っ
て
漆
器
製
の
饗
膳
具
な
ど
、

当
時
寺
域
内
に
生
き
る
人
々
の
、
息
遣
い
を
感
じ
さ
せ
る
貴
重
な
用
品
も
大
量

に
発
見
さ
れ
た
。

(横須賀)
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８
　
木
筒
の
釈
丈

・
内
容

(3)

「法
潤
侍
者
鳴
呼
　
南
無
〓
宝
下
人
某
山
中
六
□
」

「日

回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

卜⇔『ｂ
Ｘ
やヽ
６
Ｘ
⇔～
　
ｏ畔Ｐ

「　
　
上
郎
念
者
□
道
也
鳴
呼
南
無
三
宝

「日
日
日
日
日
日
旧
日
日
日
日
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞ｏｍ）×
囀ω※
〕
い　
０∞Ｐ

「□□
　醗
晰無
常之
□
　□□
□

「　
　
謡
靖
□謡
週轄
提
餌
歳
ω
Ｂ

「千
里
脱
行
日
□
□

舟

Ц

(4)

「剛
　
　
　
　
　
□
　
」

翼

公

む

」

□
毘
霊
鑑

回
γ
癬
章
職

Ｐ
ド
〇
×

ω
Φ
×

ヽ
い

　

Ｏ
Ｐ
牌

〕報
×
含
ｅ
ｘ
ｓ
　
濡
Ｆ

∞
０
×

囀
ド
×

�
　

Ｏ
∞
μ

０
　
。
「麟
侍
者
二
十
三
是
（記
号
）

・
「　
経
入
　
麟
首
座
□
□
□

０
・
０
は
願
文
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

(6)   (5)

（
Ｐ
い
０
）
Ｘ
（
ド
〕
伽
）
×
〕

０
”
Ｐ

（宮
日
　
員
）




